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問題概要 

• 最長増加部分列を求めよ 

• ただしツリー上 

 

「ツリー上のパスの部分列であって 

増加しているものの最長のものを求めよ」 



普通の最長増加部分列 

• ナイーブな DP (以下 LIS-DP1 と呼ぶ) 

 

• dp[i] := max {dp[j] + 1} 

–ただし j < i, a[j] < a[i] 

 

• 某本 P. 64 

1 2 2 3 3 4 4 5 4 dp[i] 



普通の最長増加部分列 





ナイーブな解法 (10 点) 



• すべての開始位置を試す 

 

• LIS-DP2 をやりながら再帰 

 

• 枝分かれは？ 

–再帰から戻るとき，自分のやった変更を巻き
戻すようにすればよい 

 （そうすれば次の枝にもいける） 



• 適当に根を決めて DFS，木 DP 

 

•  あるノード v に関して，答えの移動経路が v を
通るとすると，以下の 2 パターン 
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DP 

LIS-DP2 の DP 列的な物をボトムアップに計算 
 

• dp↑v[k] := v に向かって遡ってくる LIS で長さ k の物を
作る際の最後の数の最小値 

 

• dp↓v[k] := 逆 (Longest Decreasing Sequence) 
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頂点 v での処理 1 

• 右図みたいなパターンの分を計算 

 
• dp↑子1 と dp↓子2 とかから求まる 

 
• v を使う場合 

– dp↑子1[i] < H[v] < dp↓子2[j] → 長さ i + 1 + j は作れる 

 

• v を使わない場合 
– dp↑子1[i] < dp↓子2[j]  → 長さ i + j は作れる 

 

– dp↑ か dp↓ の片方を全部なめつつ， 

 もう片方を二分探索すればよい 
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頂点 v での処理 2 

• 上にいくために dp↑v とかを計算 
 

• dp↑v[k] = min(dp↑子1[k], dp↑子2[k]) 

• H[v] を挿入 
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計算量 



…おわり 

• 説明大変でしたが，基本的なテクの組合せ 

 

• LIS の高速 DP 

• 木上でのパスのための DP 

• データ構造のマージ (的思想) 
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